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（
7
面
か
ら
続
く
）

広
く
区
民
に
周
知
し
、
合
意
形
成

を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
区

民
へ
の
発
信
・
周
知
の
方
法
は
。

【
区

長
】
6
年
度
、
事
業
効
果

の
検
証
に
向
け
、
Ａ
Ｉ
カ
メ
ラ
に

よ
る
人
流
の
計
測
を
行
っ
て
お
り
、

デ
ー
タ
を
用
い
た
客
観
的
な
根
拠

に
基
づ
く
説
明
な
ど
、
今
後
の
情

報
発
信
の
方
法
を
工
夫
し
て
い
く
。

旧
板
橋
四
中
跡
地
活
用
を
問
う

【
質

問
】
環
状
七
号
線
側
か
ら

の
出
入
り
も
考
え
る
べ
き
。

【
区

長
】
必
要
性
は
非
常
に
高

い
と
考
え
て
お
り
、
検
討
状
況
を

踏
ま
え
な
が
ら
、
関
係
機
関
と
の

協
議
・
調
整
を
進
め
て
い
く
。

学
校
施
設
環
境
改
善
交
付
金
に
つ

い
て
問
う

【
質

問
】
例
年
、
国
の
当
初
予

算
で
確
保
さ
れ
る
予
算
額
が
少
な

く
、
当
初
採
択
さ
れ
な
か
っ
た
事

業
が
補
正
予
算
で
採
択
さ
れ
る
な

ど
、
不
安
定
な
運
用
が
行
わ
れ
て

い
る
。
7
年
度
当
初
に
申
請
し
た

が
採
択
さ
れ
ず
、
最
終
的
に
区
の

負
担
と
な
っ
た
金
額
は
。

【
教
育
長
】
国
の
交
付
金
の
対
象

と
な
っ
て
い
る
学
校
改
修
工
事
に

要
し
た
区
の
負
担
額
は
、
3
億
9

1
8
1
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

【
質

問
】
不
採
択
と
な
っ
た
場

合
の
方
針
は
。

【
教
育
長
】
学
校
施
設
の
老
朽
化

対
策
な
ど
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、

不
採
択
の
場
合
で
も
、
予
定
さ
れ

た
工
事
を
停
滞
さ
せ
ず
、
着
実
に

進
め
て
い
く
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

【
質

問
】
工
事
を
遅
滞
な
く
進

め
、
か
つ
持
続
可
能
な
財
政
制
度

と
す
る
た
め
、
国
に
対
し
、
よ
り

積
極
的
・
具
体
的
に
意
見
す
べ
き
。

【
教
育
長
】
引
き
続
き
、
あ
ら
ゆ

る
機
会
を
捉
え
、
国
へ
の
要
望
を

行
っ
て
い
き
、
教
育
環
境
の
充
実
、

財
源
の
確
保
を
図
っ
て
い
く
。

「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」
の

本
格
実
施
に
向
け
て

【
質

問
】
一
時
保
育
な
ど
の
既

存
事
業
と
の
違
い
を
ど
の
よ
う
に

整
理
す
る
の
か
。

【
区

長
】
育
児
負
担
の
軽
減
を

目
的
と
す
る
一
時
保
育
事
業
に
対

し
、
国
に
よ
る
「
誰
で
も
通
園
制

度
」
は
、
子
ど
も
の
社
会
的
成
長

に
主
眼
を
置
く
も
の
で
あ
る
。

【
質

問
】
運
営
基
準
と
指
導
計

画
に
つ
い
て
、
今
後
の
方
針
は
。

【
区

長
】
保
育
士
の
配
置
と
所

定
の
施
設
面
積
の
確
保
を
必
須
の

条
件
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
質

の
確
保
を
図
っ
て
い
る
。
子
ど
も

の
安
全
に
万
全
を
期
し
た
運
営
が

行
わ
れ
る
よ
う
、
定
期
的
な
現
場

巡
回
に
よ
り
指
導
計
画
を
含
め
た

助
言
体
制
を
構
築
し
て
い
く
。

「
と
う
き
ょ
う
す
く
わ
く
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
の
活
用
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
公
立
・
私
立
保
育
園

で
の
活
用
状
況
を
伺
う
。

【
区

長
】
7
年
度
は
、
私
立
認

可
園
37
園
、
小
規
模
保
育
園
18
園

が
実
施
す
る
な
ど
、
多
く
の
施
設

が
参
加
し
て
い
る
。
区
立
保
育
園

で
は
、
取
組
テ
ー
マ
を
絞
っ
て
実

施
す
る
当
事
業
は
、
実
施
し
て
い

な
い
。

※
以
上
の
ほ
か
、
誰
も
が
過
ご
し

や
す
い
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
公
園
の

整
備
に
つ
い
て
質
問
が
あ
っ
た

く
ま
だ
智
子

（
民
主
ク
ラ
ブ
）

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
侵
攻
に
抗
議
の
声
を

【
質

問
】
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
ベ

ネ
ズ
エ
ラ
侵
攻
に
つ
い
て
、
区
長

の
見
解
は
。

【
区

長
】
国
際
社
会
の
平
和
と

安
定
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
平
和
都
市
宣
言
を
掲
げ

る
自
治
体
の
長
と
し
て
、
深
い
憂

慮
の
念
を
抱
い
て
い
る
。

緑
化
の
目
標
設
定
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
世
界
の
標
準
に
合
わ

せ
、
樹
冠
被
覆
率
に
よ
る
緑
化
の

目
標
を
示
す
べ
き
。

【
区

長
】
樹
冠
被
覆
率
を
今
後

の
み
ど
り
の
指
標
に
設
定
す
べ
き

か
研
究
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

一
方
、
過
去
と
比
較
で
き
る
緑
被

率
を
目
標
に
し
続
け
る
こ
と
に
変

わ
り
は
な
い
。

文
化
芸
術
に
触
れ
る
機
会
を

【
質

問
】
ユ
ネ
ス
コ
創
造
都
市

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
加
盟
を
め
ざ

す
こ
と
と
な
っ
た
経
緯
と
区
民
の

参
画
に
対
す
る
見
解
は
。

【
区

長
】
絵
本
の
ま
ち
板
橋
有

識
者
懇
談
会
か
ら
の
提
言
も
あ
り
、

加
盟
に
挑
戦
す
る
こ
と
と
し
た
。

加
盟
に
あ
た
り
、
区
民
の
参
画
は

不
可
欠
で
あ
り
、
多
様
な
機
会
を

通
じ
て
丁
寧
に
意
見
を
伺
う
。

【
質

問
】
文
化
・
国
際
交
流
財

団
事
業
の
映
画
や
演
劇
の
公
演
に

つ
い
て
、
字
幕
や
手
話
通
訳
を
取

り
入
れ
る
べ
き
。

【
区

長
】
8
年
度
は
、
障
が
い

の
あ
る
方
々
が
芸
術
に
触
れ
る
機

会
の
拡
充
を
め
ざ
し
て
、
手
話
通

訳
や
字
幕
な
ど
を
演
出
に
取
り
入

れ
た
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
演
劇
」
の

実
施
を
予
定
し
て
い
る
。

地
域
課
題
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
石
神
井
川
通
行
空
間

保
全
構
想
策
定
の
段
階
で
、
地
域

住
民
を
募
っ
た
会
議
体
の
設
置
を
。

【
区

長
】
現
時
点
で
会
議
体
の

設
置
は
検
討
し
て
い
な
い
が
、
素

案
の
段
階
で
地
域
の
協
議
会
な
ど

に
は
個
別
に
説
明
し
、
意
見
を
聞

く
と
と
も
に
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
の
実
施
も
予
定
し
て
い
る
。

【
質

問
】
バ
ス
の
減
便
を
防
ぐ

た
め
、
事
業
者
が
運
転
手
を
確
保

で
き
る
よ
う
支
援
す
べ
き
。

【
区

長
】
支
援
策
の
一
つ
と
し

て
、
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
運
転
手

の
採
用
案
内
を
紹
介
す
る
な
ど
、

周
知
す
る
機
会
を
検
討
し
て
い
く
。

※
以
上
の
ほ
か
、
蛍
光
ラ
ン
プ
の

製
造
停
止
の
対
策
、
国
保
料
値
上

げ
の
中
止
を
、
児
童
の
登
下
校
の

安
全
に
つ
い
て
質
問
が
あ
っ
た

小
柳
し
げ
る

（
共
産
党
）

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

女性差別撤廃条約選択議定書の
早期批准を求める意見書（要旨）

現在、ジェンダー平等の実現は、人権の尊重と持続可能な社会を支
える土台として、国際社会全体が取り組むべき重要課題となっている。
この課題に対処するための国際的な枠組みとして、国連では女性差
別撤廃条約の実効性を高める選択議定書が採択されている。選択議定
書は、権利侵害を受けた個人が女性差別撤廃委員会に直接申し立てる
個人通報制度等を定めたものであり、既に世界115か国以上で批准さ
れているが、日本政府においては、今もなお批准に至っていない。
誰もが尊厳を持って生きられる社会を実現するためには、国内の仕
組みを国際基準へと引き上げる選択議定書の批准が不可欠である。
選択議定書の批准は、国内の権利救済手続を国際的な人権基準と整
合させ、条約の実効性を真に担保する意義を持つものである。これに
より、すべての人が個人としての尊厳を重んじられ、性別による差別
的な取扱いを受けることなく、個人としての能力を発揮できる男女平
等参画社会の実現に大きく寄与する。
よって、板橋区議会は政府に対し、速やかに女性差別撤廃条約選択
議定書を批准することを要望する。

令和8年3月2日

●会議は原則として午前10時に開会予定です（議会
運営委員会は午後1時から）。日時は変更となる
場合があります。
●手話通訳は希望日の7日前、一時保育は希望日の
10日前（土日祝日を除く）、ヒアリングループ（磁
気誘導ループ）の利用（委員会室のみ）は希望日
の3日前（土日祝日を除く）までにお申し込みく
ださい。
●本定例会中に審査を希望される請願・陳情につき
ましては、5月26日（火）午後3時までにご提出
ください。
●本会議の様子は、インターネットでライブ中継及
び録画配信を行います。ホームページよりご覧く
ださい。

いたばし区議会だよりをスマホで！
各自治体の広報紙を閲覧できる無料アプリ「マチイロ」や多言
語対応アプリ「カタログポケット」でもご覧いただけます。スマ
ートフォンやタブレットなどで、いつでもどこでも手軽に区議会
だよりを読むことができますので、ぜひご利用ください。

令和8年第2回定例会の開会予定
5月27日（水） 告示、議会運営委員会

6月4日（木）、5日（金）本会議（一般質問）

6月9日（火） 企画総務委員会、区民環境委員会
健康福祉委員会

6月10日（水） 都市建設委員会、文教児童委員会

6月15日（月） 議会運営委員会

6月16日（火） DX推進調査特別委員会、孤独・孤
立対策調査特別委員会

6月17日（水） 災害対策調査特別委員会、文化芸術
・多文化共生推進調査特別委員会

6月19日（金） 議会運営委員会

6月22日（月） 本会議

令和8年第1回臨時会の開会予定
5月15日（金） 告示
5月21日（木） 議会運営委員会
5月22日（金） 本会議

令和8年（２０２６年）４月２６日（８）い た ば し 区 議 会 だ よ り第216号




